
円盤風を加味した超臨界降着モデルでのSS433の光度曲線の計算

10/08/3 夏の学校コンパクト33a 大阪教育大学M１ 龍野洋平

○○○○SS433とはとはとはとは

わし座領域にある14等級の特異星で、コンパクト星と伴星から
なる連星系である。
光速度の26％にも及ぶジェットを持ち、現存する元素では説明で
きない～6100Åと～7400Åに輝線が存在し、またその波長が観

測日ごとに変化するという奇妙な振る舞いから注目され、様々な
モデルでの検証が行われている。

臨界降着率を超えた降着をおこなっており、質量降着率が高いため、幾
何学的に厚く、また放射圧の影響が無視できない状態。

○○○○降着円盤降着円盤降着円盤降着円盤のモデルのモデルのモデルのモデル

SS４３３の運動学的なモデル

・降着円盤とは 主星に落ち込むガスが相対的に角運動量を
もっているために形成される。

シャクラ（N.I.Shakura）とスニアエフ（R.A.Sunyaev）により提唱された、
ガス降着に伴って解放された重力エネルギーが効率よく放射エネルギーに転化され、
円盤が明るく光るモデル。

・標準モデル

エディントン光度を超えるような高光度や、エックス線星、活動銀河
などの高エネルギー現象を説明できない。

・超臨界降着円盤モデル

○○○○今回今回今回今回のモデルのモデルのモデルのモデル

何学的に厚く、また放射圧の影響が無視できない状態。

今回は超臨界降着円盤モデルで計算を行った。超臨界降着状態だと、円盤の光度はエディ
ントン光度を超えており、輻射圧の影響が無視できない。そこで、今回は超臨界降着円盤モ
デルに、輻射圧駆動の円盤風の影響を加味した。

降着物質を強烈な輻射によって円盤の外へ飛ばす風。
そのため円盤に光球面が形成される。

・円盤風 今回のモデルのイメージ

・円盤風の速度と光球面
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とすると、光球面の大きさ phR は

これはまでは円盤風は球対称に吹くことを仮定していた。今回はジェットを再現するためにこの
円盤風の大きさと質量移流率とに場所依存性を持たせた。



○○○○円盤風円盤風円盤風円盤風のののの速度速度速度速度β
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円盤風の速度と極方向の角度θのグラフ。
Βは光速度で規格化しており、 c05.01 =β

c26.02 =β
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円盤風の速度βを極方向（θ=0）で0.26ｃにな
るよう以下の式のように変化させ、

1β をパラメータとした。
c26.02 =β

パラメーターβ =1
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円盤風の速度の変化は質量移流率にも変化を及ぼす。そのため質量移流率を、以下の式の
ように変化させた。

○○○○光度曲線光度曲線光度曲線光度曲線のののの計算計算計算計算

・計算パラメーター

・主星の質量 4.0太陽質量 ・連星周期 13.1日 今回はこのパラメーターに、上の
式が光度曲線にどのような変化

・伴星の質量 12.0太陽質量

・歳差角 19.8°

・傾斜角 78.8°

・円盤の内縁 3.0ｒｇ

・粘性パラメーター 0.01

・伴星の表面温度 10000K

式が光度曲線にどのような変化
を与えるのかを見るため
Ⅰ、円盤風の速度のみ

Ⅱ、質量移流率のみをそれぞれ
変化させ計算を行った。

○○○○結果結果結果結果

Ⅰ、円盤風の速度βのみ変化させる

・画像

c01.0=１β c05.0=１β

どちらにおいても光球面が
形成されていない。
しかし0.05cでは円盤の中
心部に変化が見られる

c26.0=２β cc 01.005.0 ～β１ =
・・

E10000MM = として計算を行った。
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・光度曲線

光度曲線への関与は少ない

Ⅱ、質量移流率のみ変化させる

・

２

・

E10000 MM = EE MMM
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・

～50000100= c025.0=β として計算を行った。

・画像
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質量移率が減少するほど光球面が細くなっていく

光度曲線への関与は少ない



・光度曲線の形にあまり変化は見られなかった。

○○○○まとめまとめまとめまとめ

c26.02 =　・β とすると、光球面が形成されない。

1

・

・M が減少すると光球面は細く絞られていく。

・もっと多くのパターンで計算する。

・円盤風の速度と質量移流率を同時に変化させ、計算を行う。

・観測データとのフィッティングを行う。

○○○○今後今後今後今後


